
1. 本企画展の主旨

国立公文書館アジア歴史資料センター (ア

ジ歴) では､ 今般システムリニューアル後初

の特別展として､ ｢『写真週報』 にみる昭和の

世相｣ を企画いたしました｡ アジ歴のウェブ

サイト http://www.jacar.go.jp でご覧い

ただけます｡ これまでの当センターのインター

ネット特別展､ ｢日露戦争｣､ ｢岩倉使節｣､ 及

び ｢日米交渉｣ に続くものです｡ 今回は以前

の３つの特別展のように特定の歴史イベント

ではなく､ 昭和の世相に横断的な焦点を当て

たもので､ ビジュアルに親しんでいただける

ものとなっています｡

アジ歴が提供する歴史資料に平成18年度に加わった 『写真週報』 は､ 内閣情報部

(のち内閣情報局) により刊行されていた週刊のグラフ雑誌です｡ センターでは昭和

13年 (1938年) ２月16日付の創刊号から終刊となる昭和20年 (1945年) ７月11月付の

374・375合併号までに370冊発行された 『写真週報』 のうち､ 国立公文書館に所蔵さ

れている創刊号から昭和19年 (1944年) 12月20日付の352号までの351冊を画像資料と

して閲覧することができます｡

なお､ 資料検索画面において 『写真週報』 を一覧される場合には､ ｢階層検索｣ に

て､ ｢国立公文書館｣→ ｢その他｣→ ｢内閣情報局関係出版物｣→ ｢内閣情報局関係出版

物｣ とたどり､ ここで表示される簿冊一覧の中から､ ６番目の 『写真週報』 (レファ

レンスコード：A06031059500) をクリックして下さい｡ これにより､ 当センターで

公開している 『写真週報』 全351冊 (合併号を含むので号数は352号までとなります)

が一覧表示されます｡

現在､ 私たちがこの 『写真週報』 に接するに際しては､ それが政府の広報宣伝政策
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の一環として ｢写真による啓発宣伝のきわめて強力なるを想い｣ (『写真週報』 第１号

｢創刊の辞｣) 発行されていた､ という事情を理解しておくことが必要であると考えま

す｡ しかし､ そこに掲載された政府関係機関の報道部や､ 木村伊兵衛､ 土門拳などの

写真家たち或いは一般読者が撮影した数多くの写真や､ のちに著名なジャーナリスト

となる大宅壮一が書いた記事の中には､ 今日の私たちの興味や関心を強く引くものも

含まれています｡ またそこからかいま見える社会のありようや庶民生活などの当時の

世相は､ 私たちが当時の時代の雰囲気を知る手がかりとなると思われます｡

2. 本企画展の構成

アジア歴史資料センターでは､ 国立公文書館､ 外務省外交史料館､ 防衛省防衛研究

所図書館が所蔵するアジア歴史資料のうち､ 既にデジタル化が行われた資料を数多く

提供しています｡ こうした文書資料の中には､ 政府の広報宣伝政策の一環としての

『写真週報』 の性格を把握する上で有用な資料や､ また 『写真週報』 に掲載された写

真資料に関連する公文書などが数多く含まれています｡ 今回の企画展では､ 以上のよ

うな文書資料と 『写真週報』 を合わせて紹介することで､ 閲覧者の皆様にご自身で複

数の歴史資料を付き合わせることでひらける視界の広がりを体験していただけるよう

内容を構成しました｡

具体的には､ まず 『写真週報』 の発行を含めた当時の広報宣伝政策を担当していた

政府機関の変遷を､ アジア歴史資料センターが提供している公文書に基づいてたどっ

ています｡

その上で､ 『写真週報』 発刊直前の昭和12年 (1937年) から終刊をむかえる昭和20

年 (1945年) までの代表的な歴史上の事象を年表にまとめ､ その事象を扱った 『写真

週報』 の記事と､ 関連する文書資料を紹介しています｡

また ｢トピックス｣ というコーナーを設け､ 『写真週報』 の数多くの記事の中から

当時の世相の一側面を端的にあらわしていると思われる写真記事に注目し､ アジア歴

史資料センターが提供している資料群の中の関連資料等とあわせて取り上げています｡

そのほか ｢アンケート｣ とは別に ｢ご感想｣ コーナーを設け､ 本企画展に関するご

感想だけでなく､ さらに 『写真週報』 に掲載された写真に登場する人物､ 事物につい

ての思い出､ ご感想などもあわせて募集しています｡
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3. おわりに

本企画展で紹介した写真資料及び文書資料は､ アジア歴史資料センターが提供して

いる歴史資料のごく一部です｡ 皆さん自身でも関心をもたれた事柄などありましたら､

本センターの検索システムを使って関連する資料を探してみて頂きたいと思います｡

そしてこれをきっかけに､ 今後ますますアジア歴史資料センターをご利用いただけれ

ば､ 望外の幸せです｡
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